
建設産業人材確保・育成推進協議会
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人材協定期便 （Vol.2）
~建設産業の魅力や担い手確保の取組をご紹介！~
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○1993年8月（平成5年）に設立され、若者の建設産業への入職
促進、人材の育成・定着を推進する活動を行っています。

○構成
 国土交通省、厚生労働省、文部科学省といった行政機関
 総合工事業団体、専門工事業団体 （約60団体）
 各都道府県に組織された団体 など
 事務局：国土交通省と建設業振興基金

建設産業人材確保・育成推進協議会（略称：人材協）とは
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建設産業のしごとについて、授業や進路指導にも

活用いただけるようなコンテンツを制作しています



“プッシュ型情報発信”
「人材協定期便」

• 全国の工業高校282校、建設系学科
389学科、普通高校約350校の進路指導教諭及び
都道府県・指定都市教育委員会の皆様へ、建設
産業の魅力や担い手確保に関する取り組みを定
期的にご紹介する情報定期便です。

• 各学期ごとに人材協関連情報を
発信してまいります。

１．人材協定期便について
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２．授業や進路指導などに活用いただける
取組のご紹介
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○建設業についてわかりやすく解説した冊子
・建設業が果たしている役割
・道路ができるまで、建物ができるまでをイラストで紹介
・土木や建築をはじめとする建設産業の様々な仕事を紹介

○授業や進路指導の際などに建設業のしごとを説明する資料として
活用されています。

２．（１）「建設業界ガイドブック」の作成・配布

こちらから電子版をダウンロードいただけます！
https://genba-go.jp/download/



R2 R1 H30

高校生 1,327 861 1,157

○「高校生の作文コンクール」

全国の工業高校の建築学科、土木学科等の

学生から作文を募集。

＜近年の応募数＞

賞 都道府県 タイトル 氏 名 学校名 学年

国土交通
大臣賞

岩手 一人ではできないからこそすべき事 淺沼 小春 岩手県立盛岡工業高等学校 2年

鹿児島 描く未来 岩月 野々 鹿児島県立鶴翔高等学校 2年

不動産・建設
経済局長賞

茨城 私の憧れ 柳田 菜々美 茨城県立土浦工業高等学校 2年

富山 ターニングポイント 西田 吏佐 富山県立高岡工芸高等学校 2年

令和２年度「高校生の作文コンクール」入賞作品
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２．（２）作文コンクール

【募集期間】 令和３年５月６日～６月３０日

※その他、優秀賞を14作品選出



【国土交通大臣賞授与式】 令和２年１１月２５日（水）
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国土交通省にて国土交通大臣賞授与式が開催され、賞状及び記念品が授与されました。

【各地方整備局による受賞者への賞状伝達】

各地方整備局にご協力をいただき、作文コンクール入賞者へ、各ブロックごとに賞状伝達を行いました。
賞状伝達式は地方整備局内または学校に出向いて行われました。

東北地方整備局で行われた賞状伝達式

２．（２）作文コンクール （表彰式の模様）

関東地方整備局で行われた賞状伝達式

入賞者は国から表彰されます！
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２．（３）WEBサイト「建設現場へGO！」

～見る、知る、働く～建設産業のＪobポータルサイト、
建設業の役割やしごとについてご紹介しています。
https://genba-go.jp/



「建設産業人材協」

＠kikin_jinzaikyo

https://twitter.com/kikin_jinzaikyo

若年者を対象に

担い手確保・育成に関する情報を発信。
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２．（４）ＳＮＳ 「建設産業人材協」 - Twitter -



「人材協チャンネル」

https://www.youtube.com/channel/UCM5_H7Htj4SwrvHf
-7ifE1Q/videos

人材協が持っている担い手確保・育成に関する動画コンテンツを
公開するため、独自チャンネルを開設。

２．（５）ＳＮＳ 「人材協チャンネル」 - YouTube -
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3. 実務施工体験研修（教員免許状更新講習）



◆実務施工体験研修

●工業高等学校の教員等を対象に、研修機会
の充実や生徒への指導に役立たせるなどの
目的で、建設業の施工体験などの実務施工
に関する講習ができ、且つ教員免許更新講
習としても対応可能なプログラムです。

●平成29年に文部科学大臣の認定を受け、
教育現場の建設業における施工体験を支援
することを目的に、選択領域(18h)に対応した
「実務施工体験研修」を開始しています。

●建設業の施工体験ができる唯一の講習です。

担い手の育て手（指導者等）の確保に向けて

３. 実務施工体験研修（教員免許状更新講習）
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座学

◆講習の様子

フォークリフト操作

鉄筋組立 型枠組立

墜落制止用器具による吊り下げ体験 足場組立



総受講者２３人

工業系以外の教員８人

受講者数 静岡 兵庫 福岡

平成29年度 6名 - -

平成30年度 11名 6名 7名

令和元年度 20名 7名 10名

令和２年度※ 6名 7名 10名

合計 43名 20名 27名

建設業の施工体験ができる唯一
の講習。

実務施工体験研修は工業高等学校の教
員のみならず、

小学校・中学校・普通科高等学校・
特別支援学校等
の教員も受講している。教員間の交流にも
つながっています。

・この講習の内容は、全て素晴らしい教育活動だと感じました。
建設業を目指す生徒だけでなく、多くの子供たちに経験して欲
しいと思っています。

・フォークリフトや足場組立については実際に生徒が体験したり、
実習で取り扱うので、非常に生かせると思いました。

・我々、教員がもっと建設業の魅力を生徒に伝えなければならな
いと思った。

※令和２年度について

●年度別受講実績

●受講者の感想（一部）

３. 実務施工体験研修（教員免許状更新講習）

12

※令和2年度は新型コロナウイルス感染症への対策を行ったうえで実施。

＜特徴＞



３. 実務施工体験研修（教員免許状更新講習）
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令和３年度 実務施工体験研修のご案内

・領域

・時間数

・開設者

・各地の

主催機関

選択領域講習

18時間

一般財団法人 建設業振興基金

（静岡県）職業訓練法人 全国建設産業教育訓練協会富士教育訓練センター

（兵庫県）職業訓練法人 近畿建設技能研修協会三田建設技能研修センター

（福岡県）一般財団法人 福岡県建設専門工事業団体連合会

開催地 会場 募集人数 日程

静岡県 富士教育訓練センター 20名 8月10日～12日
兵庫県 三田建設技能研修センター 20名 8月4日～6日
福岡県 福岡県中小企業振興センター 20名 7月28日～30日

●募集について

●開催概要

現在、募集受付中！ （7月7日まで）
※定員がございますので、お早めにお申し込みください。



３. 実務施工体験研修（教員免許状の更新講習）
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●過去の開催記録

令和２年度

開催報告書

平成３０年度

開催報告書

令和元年度

開催報告書

各年度の開催報告書は上記QRコードよりご覧いただけます



４. 地域の人材協団体の取組み



４. 地域の人材協団体の取組み
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高等学校と連携可能な取組みも多くございますので、ご興味がございましたら、
人材協事務局(建設業振興基金)まで、是非ご相談ください。

内容 取組件数

現場見学会 43件

出前講座・意見交換会 23件

インターンシップ 26件

研修・講習（資格取得支援など） 21件

就職説明会 14件

合計 127件

地域の人材協構成団体では、高校生向けに現場見学会、出前授業、
意見交換会などの取組みを積極的に展開しています。

令和２年度の各団体の取組み（まとめ）



教員免許更新制における免許状更新講習（選択領域講習）に対応！

令和3年度実務施工体験研修
― ―建設業界でのキャリア教育に活かす職業体験活動

概要 「ものづくりは人づくりから。」教育の最前線でキャリア教育や専門教育等に携わる教諭が、職業訓練施
設において建設工事の実務を体験する3日間のプログラム。建設現場における工程と作業を体験するとと
もに、行政機関、学識経験者、職業訓練に携わる教官及び建設企業の実務者との交流、建設産業の魅力や
現状と課題を把握することにより、今後の教育活動や進路指導に有用となる体験
を提供する。

開設者 一般財団法人建設業振興基金
各地主催職業訓練法人全国建設産業教育訓練協会富士教育訓練センター

職業訓練法人近畿建設技能研修協会三田建設技能研修センター
一般社団法人福岡県建設専門工事業団体連合会

募集人数各会場20名（先着受付順）
対象者 教諭

静岡県 兵庫県 福岡県
日程 8月10日(火)～12日(木) 8月４日(水)～6日(金) 7月28日(水)～30日(金)

研修期間 ２泊３日（合宿形式） ３日間（通学形式） ３日間（通学形式）

会場 富士教育訓練センター 三田建設技能研修センター 福岡県中小企業振興センター

会場住所 静岡県富士宮市根原492-8 兵庫県三田市武庫が丘6-1 福岡県福岡市博多区吉塚本町9-15

集合日時（予定） 8月10日(火)10:20 8月4日(水)10:30 7月28日(水)10:00

集合場所

東海道新幹線「新富士」駅改札前
(集合後、バス移動50分)

三田建設技能研修センター
(神戸電鉄公園都市線「ﾌﾗﾜーﾀｳﾝ」駅徒歩13分)

福岡県中小企業振興センター
(鹿児島本線「吉塚」駅徒歩１分)

・東京～新富士（新幹線） 約60分
・名古屋～新富士（新幹線）約90分

・岡山～新神戸（新幹線） 約30分
・名古屋～新神戸（新幹線）約60分
・新神戸～フラワータウン約40分

・佐賀～吉塚約40分
・博多～吉塚約3分

解散日時（予定） 8月12日(木)17:00 8月6日(金)16:30 7月30日(金)17:30

受講料

一人当たり68,560円▼
開設者等による助成後19,280円
（宿泊費/食費込み）

一人当たり78,646円▼
開設者等による助成後18,000円
（宿泊費/食費別途）

一人当たり75,608円▼
開設者等による助成後15,000円
（宿泊費/食費別途）

講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

(

予
定)

講習時間 科目 講習概要

6時間 建設業総論 建設業の現状と課題、意見交換会

12時間 実習 実習用キットを使用した施工体験等

合計18時間 ※（ 講習プログラムは会場により多少異なります）
【申込み方法】①裏面の受講申込書に必要事項を記入の上、下記問い合わせ先までメール
またはFAXをお願い致します。②後日、請求書をメールでお送り致します。③請求書に記載の期日までにお振り込みをお願い致します。④お振り込みが確認できましたら、受講票をメールでお送り致します。⑤受講票に記載の集合時間・集合場所・持参品・その他注意事項をご確認
下さい。

「この研修を選んだ理由は何ですか？」
受講者に聞いてみました！

・現在の職場で経験できない内容で興味を持ったため。 （支援学校教諭）

・今後の進路指導に役立てたいため。 （中学校教諭）

・唯一の建設関係の研修だったため。 （商業科教諭）

・以前参加して充実した体験だったため。 （工業科教諭）

・実際の現場の様子を知りたいため。 （工業科教諭）

・複数の受講生で協力して達成感を得られそうなので。 （総合高校教諭）

申込窓口・お問い合わせ：（一財）建設業振興基金
〒105-0001
東京都港区虎ノ門4-2-12虎ノ門4丁目MTビル2号館6階
TEL 03（5473）4572／FAX03（5473）4594
Email jinzai@kensetsu-kikin.or.jp
URL https://www.kensetsu-kikin.or.jp

鉄筋組立完了(兵庫)

吊り体験(兵庫) 鉄筋組立(兵庫)

鉄筋組立(静岡)

フォークリフト操作(福岡) 足場組立(福岡)

3/16
受付開始

型枠組立(静岡)

平成29年度から開催している
実務施工体験研修の過去の講習
の内容は、WEBサイト「建設現
場へＧＯ！」よりご確認いただ
けます。

コチラから
アクセスが
できます

https://genba-go.jp/

過去の講習の内容について



令和3年度実務施工体験研修
受講申込書

※全ての項目に漏れなくご記入ください。
申込コース名 実務施工体験研修

日程

該当のコースに○印を付けてく
ださい。

静岡県富士教育訓練センター 令和3年8月10日(火)～12日(木)

兵庫県三田建設技能研修センター 令和3年8月4日(水)～6日(金)

福岡県
（座学）福岡県中小企業振興センター
（実習）玉山鋼材株式会社 令和3年7月28日(水)～30日(金)

受講者 所属学校

ふりがな ふりがな

氏名 学校名

免許状更新
の有無

有・ 無
学科名

※ ○該当する方にを付けてください。

生年月日 (西暦) 年 月 日 メール
アドレス性別 男・ 女

自宅住所

〒

学校住所

〒

携帯

TEL TEL

FAX FAX

【申し込み注意事項】
申込期間：令和3年3月16日～令和3年7月7日（全会場共通）
入金期日：申込期間終了後にお送りする請求書に記載しています。
返金期日：令和3年7月20日（火）17：30までにキャンセルの連絡があった場合は事

務手数料を差し引いた金額を返金致します。以降の返金は致しかねます。
申込締切：先着順受付となっておりますので、定員20名に達した場合には、申込期間

中であっても申し込みを締め切らせていただきます。

上記の通り、受講を申し込み致します。

令和 年 月 日

(一財)建設業振興基金人材育成支援課行

学校名 氏名

＜送信先＞
(一財)建設業振興基金 Email： jinzai@kensetsu-kikin.or.jp／FAX： 03（5473）4594

※必要事項をご記入の上、上記の送信先にメールまたはFAXを送信して下さい。※電子データをご要望の方は、上記の送信先メールアドレスへ電子データ希望の旨をお申し出ください。※いただいた個人情報は、建設業振興基金及び建設産業人材確保・育成推進協議会で管理し、承諾無く第三者に提供致しません。



［ 主催］

国土交通省

建設産業人材確保・ 育成推進協議会

の

5月6日（ 木）～6月30日（ 水）
令和3年

応募
期間

©山崎エリナ

令和３年度

建
設
産
業
へ
の
想
い

当日消印有効



国土交通省と建設産業人材確保・ 育成推進協議会では、 建設産業の仕事をより身近なもの

に感じていただく ために、 高校生による作文コンクールを実施します。

高校生の皆さんへ

※入賞作品は、（一財）建設業振興基金HPや機関紙等に掲載させていただくと共に、建設産業人材確保・育成推進協議会が実施する担
い手確保・育成に関する事業において紹介させていただきます。応募用紙等に記載の個人情報は、その運営に必要な範囲内で利用し、
応募者の同意を得ずに利用目的を超えて利用することはありません。入賞作の権利は国土交通省に帰属し、応募作は返却致しません。

※大臣賞の受賞経験者は大臣賞候補からは除外させていただきます。

問合せ先
（送付先）

（ 一財）建設業振興基金 経営基盤整備支援センター「 高校生の作文コンクール」係
〒105-0001東京都港区虎ノ門４-２-12虎ノ門４丁目MTビル２号館６階

TEL： 03-5473-4572 MAIL： j inzai@kensetsu-kikin.or.j p

※作文の執筆にあたり、建設産業のことや、建設工事のこと等でわからないことは、上記の問い合わせ先までご連絡ください。
また、WEBサイト「 建設現場へGO!」 <https://genba-go.j p/> もご参照ください。



学校名

学校所在地

〒

学科名

学 年

担当者名

（ふりがな）

電話番号

メ ール

アドレス

応募作品に対する問合せの他、（一財）建設業振興基金より担い手育成に関する情報を紹介させていただきます。

応募作品数 総数 作品 内訳

男 作品

女 作品

①本用紙は、学年ごとに取りまとめていただいた作品の表紙としてお使いください。
②裏面に「 代表作品リスト 」 がありますので、必要事項をご記入ください。
③代表５作品に選ばれなかった作品についてもすべてお送りください。
④学年ごとに取りまとめていただいた作品は、学校で取りまとめて建設産業人材確保・育成推進協議会
（事務局：建設業振興基金）に郵送ください。

※FAXでは受け付けておりませんのでご了承ください。

この応募用紙を作品の表紙として学年ごとにお使いく ださい

~応募用紙及び代表作品リスト の記入について ~

応募用紙
高校生の作文コンクール

令和３年度 高校生の作文コンクール



https://www.kensetsu-kikin.jp/woman/

令和３年度 高校生の作文コンクール

＊代表作品リスト＊
※学年ごとに代表５作品を選出してく ださい。 その他作品についてもすべてお送りく ださい。
※作品タイト ルは、 募集テーマとは異なるものにしてく ださい。

（ 一財） 建設業振興基金 経営基盤整備支援センター「 高校生の作文コンクール」 係
建設産業人材確保・ 育成推進協議会 事務局

〒105-0001東京都港区虎ノ門４-２-12虎ノ門４丁目MTビル２号館６階

TEL： 03-5472-4572 メールアドレス： j inzai@kensetsu-kikin.or.j p
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タイトル 学 年
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（〇を付けてください）

男 女
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全体

若年層（34歳以下）

学校、専門学校、訓練校等の授業を受けている中で興味を持った

会社や業界団体等が主催した就職説明会・職場見学会・出前授業等に参加して興味を持った

親族が建設業で働いていたので興味を持った

友人や先輩などが建設業で働きだしたので興味を持った

以前から、ものづくりの仕事に関心があり、建設業に興味を持っていた

●建設業界に初めて入職したきっかけ（従業員）

建設業界に初めて入職したきっかけは、「親族が建設業で働いていた
ので興味を持った」が34.7％と最も高く、以下、「友人や先輩などが建
設業で働きだしたので興味を持った」が20.2％、「以前から、ものづく
りの仕事に関心があり、建設業に興味を持っていた」が16.5％と続く。

そこが になる

●建設業界に初めて入職した際に利用した方法（従業員）
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27.3

28.9

19.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

公共職業安定所の求人を通じて応募

新聞、雑誌、インターネット等の求人を通じて応募

建設会社のＨＰ（ＳＮＳ等を含む）の採用情報を見て応募

民間の職業紹介（人材紹介）業者からの紹介を受けて

友人や母校の先輩など知人からの紹介・勧誘を受けて

家族や親戚から薦められて応募

学校から薦められて応募

全体 若年層（34歳以下）

建設業界に初めて入職した際に利用した方法は、「家族や親戚から
薦められて応募」が29.7
知人からの紹介・勧誘を受けて」が29.2％、「公共職業安定所の求人を
通じて応募」が14.7％と続く。

％【年齢層別】 【年齢層別】

出展 建設業における雇用管理現状把握実態調査（令和2年度）（厚労省）
集計対象企業3,508社・集計対象従業員2,392名

厚生労働省が令和２年に行った「建設業における雇用管理現状把握実態調査」より入職したきっかけ、
入職した際に利用した方法、若年技能労働者が定着しない理由、若年技能労働者を定着させるための取り
組みについて抜粋してみました。今後もお役に立つ情報をお届けします。



そこが になる

％

若年技能労働者があまり定着していない、または定着していないと回答
した企業において定着していない理由は、「作業が身体的にきつい」が
47.0％と最も高く、以下、「若年技能労働者の職業意識が低い」が
32.1％、「年齢の近い先輩が少ない」が27.6％と続く。
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休みが取りづらい

作業が身体的にきつい

作業に危険が伴う

入職者のイメージと実際の業務のギャップ

技能・技術の習得に長い期間を要する

若年技能労働者の職業意識が低い

年齢の近い先輩が少ない

全体 総合工事業 職別工事業 設備工事業

●企業が考える若年技能労働者が定着していない主な理由
【業種別】

●若年技能労働者を定着させるための企業の主な取り組み
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週休2日制の推進

有給休暇の取得促進

残業時間、休日出勤の削減等による総労働時間短縮

月給制の導入

仕事の内容に対応した賃金

能力や資格を反映した賃金

年齢・勤続年数に対応した賃金

年間を通じて仕事を恒常的に確保する（雇用の安定）

社会保険への加入

福利厚生の向上

技能教育の推進、資格取得の支援

全体 総合工事業 職別工事業 設備工事業

【業種別】
％

若年技能労働者を定着させるための取り組みは、「社会保険への加入」
が45.8％と最も高く、以下、「能力や資格を反映した賃金」が35.7％、
「技能教育の推進、資格取得の支援」が34.6％と続く。

総合工事業・・・一般土木建築工事業、土木工事業、舗装工事業、建築工事業、木造建築工事業、建築リフォーム工事業
職別工事業・・・大工工事業、とび・土工・コンクリート工事業、鉄骨・鉄筋工事業、石工・れんが・タイル・ブロック工事業、

左官工事業、板金・金物工事業、塗装工事業、床・内装工事業、その他の職別工事業
設備工事業・・・電気工事業、電気通信・信号装置工事業、管工事業（さく井工事業を除く）、機械器具設置工事業、その他の設備工事業

＊平成26年経済センサス基礎調査における建設業業種小分類より 出展 建設業における雇用管理現状把握実態調査（令和2年度）（厚労省）
集計対象企業3,508社・集計対象従業員2,392名















高校生・ 専門学校の皆さまへ

建設企業で注目されている資格です！

建設会社は、品質の優れた建物や道路などを造ることが最も大切な仕事ですが、工事ごとにコスト管理を

しっかりと行い、一定の利益を上げなければ会社が存続していくことはできません。そのため、建設業に特

化した会計処理や知識などが求められ、建設業が注目している資格が「建設業経理士」です。

建設業の仕事の流れが学べます！

建設業は、他の製造業とは異なり、注文を受けた後にモノを造ります。（これを「請負」といいます。）

請負は、モノが出来る前に販売価格が決まっています。そのため、工事に発生するお金やモノ（材料等）

の動きを管理しながら会社としての利益を同時に生み出すようにしていく必要があり、その特徴を理解

して実践するために、この資格が設けられています。

合格者数（令和3年1月31日現在）

４級 ３級 ２級 １級 計

試験： 45,013人
(合格率78.9％)

試験： 189,820人
(合格率64.3％)

321,533人 27,510人 840,696人
特研： 166,103人

(合格率97.5％)
特研： 90,717人

(合格率92.4％)

※合格者数は累積、合格率は直近1年間になります。

資格を取得するには2つの方法があります

方法1自分で学習する

全国の都道府県で開催する「検定試験」に合格する！

（検定試験は、１級･２級は年２回、３級･４級は年１回の実施）

方法2特別研修に参加する※特別研修は３級･４級のみ実施
学校単位で開催する「特別研修」に皆で参加し集中学習、

最終日に行う「検定試験」に合格する！

建設業経理事務士

初心者向け 上級者向け

４級 １級

初級者向け 中級者向け

●高校生が｢建設業経理事務士｣を取得するとジュニアマイスター
顕彰制度の得点（ ４級１点、３級４点） が得られます。

ジュニアマイスター顕彰制度とは

工業高校の生徒の意欲や技術・ 技能向上を目的とし、資格取得や

競技大会の成果等に点数をつけ、その合計点で「（ 公社） 全国工業

高等学校校長協会」 が表彰する制度です。

● ｢建設業経理士｣が所属している企業は、公共工事を受注しようと
する場合に必要な経営事項審査において加点されます。

経営事項審査とは

公共工事を発注者から直接請け負おうとする建設企業が必須で
受ける審査です。この審査によって、「 経営状況」「 経営規模」

「 技術力」「 その他の審査項目」 について数値化し、各公共発注
機関が評価しています。

３級 ２級

建設業経理士

詳しくは

裏面参照

あなたも建設業経理の

プロになりませんか



特別研修（講習と検定試験をセットで実施）

建設業経理検定WEB

検定試験

試験日 【令和3年度】

受験料

1級1科目 通常7,800円 3,900円

1級2科目 通常11,100円 5,550円

1級3科目 通常14,400円 7,200円

2級 通常6,800円 3,400円

2級・3級 通常12,300円 6,150円

3級 通常5,500円 2,750円

3級・4級 通常9,900円 4,950円

4級 通常4,400円 2,200円

受験地 全国47都道府県主要都市

研修日数

４級：連続した２日間　　３級：連続した３日間

（ 時間帯 9:00～12:00、13:00～16:30 ）

※ 研修時間は開始時間の前後等対応可能です。

【４級】　   ８,０００円（ 通常23,100円 ）

【３級】　１２,０００円（ 通常34,650円 ）

研修会場 各学校の教室等 　催行可能な人数については、お問合せください。

受講料

【お問合せ先】 一般財団法人建設業振興基金経理研究・試験担当

TEL03-5473-4581（土日・祝除く9:00～12:00、13:00～17:30）

E-mail gy2@kensetsu-kikin.or.jp

2021.1

https://www.keiri-kentei.jp/

学校単位の申込は受験料が半額に！（学校単位での申込みであれば1名から受付けます）

「特別価格」で受験･受講ができます！

4級と3級の特別研修は学校に講師が講義にまいります！集中学習で合格率もUP！

仕訳

材料費×× / 現金 ××

現金 ×× / 資本金××

高校限定

高校生を対象として就職に役立つ資格取得を支援するための特別価格です

令和3年9月12日（日） （1級・2級）

令和4年3月13日（日） （1級・2級・3級・4級）


